
令和４年度　江戸川区立葛西第三中学校　学校関係者評価　最終評価用報告書
目指す学校像

目指す生徒像

　
目指す教師像

　

取組 成果 成果と課題 評価 コメント

・読書を通じた探究的な学習の充実
（読書科ノートの活用、調べ学習に
よる問題解決的な学習の展開、自
己の考えをまとめ表現する方法の指
導、朝読書と１単位授業との関連付
け、他教科との関連等）
・学校図書館の整備、学校図書館
を使った授業の充実

・朝の読書科の取組を中心に読書をとおして探究心
を養い、各教科や総合的な活動の時間、学校行事
等と関連させ、探究活動を推進する。

・学校図書館を読書活動推進委員会や学校図書館
巡回支援員と連携して整備し、授業・補習・調べ学
習等で活用していく。

・毎日10分間の朝読書で読書の習慣化を図る。また
ビブリオバトルを全学年で実施し、年に1回発表を行
い、生徒の年間の読書量(冊数)を増加させる。

・学校図書館司書と連携を取り、月２回図書館の整
備を行い、本の貸し出しができる環境を作る。

B B

・朝や総合学習の時間に「よむYOMUワークシート」
を使って読書の習慣化や読解力を向上させた。また
ビブリオバトルを国語科の取組と連携させ、資料の
収集や記録方法、発表を工夫し、探求心を深めた。
・月2回の図書支援員と定期的に連携する機会を設
け、学校図書館の環境を改善し、３学期は委員会で
本の貸し出しを実施し、また授業で調べ学習や探求
学習を積極的に行った。

B

・朝や総合的な学習の時間を活用して読書活動が
積極的に行われ、読書や本に興味をもつことが増え
た。

・読書活動を活かして、文章力や、読み取る力など
読解力を身に付け、その力が他の場面で発揮でき
るとよい。

・委員会活動と連携して、昼休みの開放など、学校
図書館を効果的に活用できるよう、環境を整える。ま
た、より一層、読書科の取組を活性化させ、調べ学
習や表現活動、探究活動を深めていく。
・ビブリオバトル、弁論大会を行い、総合的な学習の
時間や学年行事、進路学習とも関連させ、豊かな表
現力の育成を図る。

・授業力の向上とALTの効果的な
活用

・「学校2020レガシー」による国際感
覚の育成。

・ＡＬＴを有効に活用した授業を実施する。また小学
校と連携して、英語指導の方法やその内容につい
て共有し、生徒が学習しやすい環境を整える。
・海外姉妹校との連携を深め、レター交流などを実
施して、豊かな国際感覚を育成する。

・ＡＬＴを活用した授業ではアクティビティを毎回取り
入れ、表現力の向上を図る。

・海外姉妹校との交流を年に1回実施する。
B B

・英語科で効果的なALTの活用を各学年で工夫し、
ＡＬＴの授業を通して生徒が英語で話す機会が増
え、自信につながっている。
・海外からの留学生との交流を実施し、様々な考え
方に触れることで豊かな国際感覚を身に付けた。

B

・３年間同様のＡＬＴで、授業を楽しみにして臨んで
いる。
・国際交流を行ったことで興味・関心が高まり、英語
の教科をはじめとして、学習活動に意欲的に取り組
んでいる。

・ＡＬＴを活用した英語教育や留学生との交流により
習得した国際感覚を活かして、外国語の言語活動を
より一層、推進していく。

・いじめ・不登校の未然防止に向け
た魅力ある学校づくりの取組の充実

・SC・SSW（チルドレン・サポート
チーム）・巡回指導心理士や生活指
導連絡協議会の活用

・学級運営やいじめ対策等の校内研修や、Hyper-
QUの結果を活用して生徒の主体性を生かした学校
行事や学級組織作りを実施する。
・教育相談部会等により、課題や手立てを検討し、
関係諸機関との連携を強化する。

・すべての生徒が意欲的に取り組めるように月1回以
上、学年会議を行い、学校行事や学級運営の内容
を検討する。
・年に２回Hyper-QUを実施し、結果や傾向を活動
や指導に活かしていく。
・不登校や問題傾向の生徒には月1回、SSW(チルド
レンサポートチーム)との連携を図り、長期化を防ぐ。

A A

・学年会議を月1回以上行い、学校行事、学級経営
の工夫・改善を随時実施。運営委員会から全体に
共有し、組織的に課題解決を行った。
・Hyper-QUを２回実施し、生徒の変容や集団の傾
向を分析し、充実した活動の実現を図った。
・特別配慮が必要な生徒や不登校生徒に関してSC
や巡回指導教員、月1回SSWと連携したり、児童相
談所等、外部機関とも相談し、情報を共有した。

A

・教員やSCと面談する機会があり、特別支援に関す
る体制や個に応じた指導を行っている。

・SSW(スクールソーシャルワーカー）や外部の教育
相談機関と連携して、より一層、効果的な支援方法
を考察していくとよい。

・学年会議を引き続き、定期的に開催し、学校行事・
学級経営の方法を検討し、教育活動が円滑に行わ
れるよう、工夫していく。
・スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）の活用や外部
機関との連携をより一層深めていく。

学校教育目標

よく学び、よく考える自主性のある中学生　（自発）

心身共に健康で礼儀正しい中学生　（礼儀）

規律と責任を重んじ、よく働く中学生　（責任）

１．生徒が自ら考え、主体的に学び、確かな学力を身につけさせる学校
２．生徒の自尊感情を育むとともに、何事にも立ち向かっていく強い意志を持たせる学校
３．生徒一人一人に充実感・満足感を体感させ、何事にも率先して自主的・主体的に活動できる学校
１．自分で考え、主体的に学び、判断し、自ら率先して行動できる生徒
２．心身共に健康で何事にも前向きに取り組み、輝いている生徒
３．豊かな情操を持ち、表現力豊かで社会性のある生徒
１．共に力を出し合う教師(共育)
２．共に汗を流す教師(協働)
３．自らを高める教師(研鑽)

前年度までの学校経営上の
成果と課題

＜成果＞校内研修や教科部会を充実させ、指導内容や指導方法、評価の仕方等を共有し合い、授業力向上に努めた。教員一人一人が自己研鑽に努め、互いに切磋琢磨しつつ、課題の解決に取り組んだ。生徒の学力向上に向けて授業や学
習・補習教室を充実させた。学校行事では生徒の主体性を尊重し、自己肯定感を育む教育活動を実践した。
　部活動では顧問の粘り強い指導を通して、技能の向上だけでなく、個に応じた指導を行い、心身共に健全な生徒の育成に取り組んだ。
＜課題＞道徳授業や人権教育・特別支援教育の充実・ＩＣＴ機器の効果的な活用・３観点の評価・評定の方法を中心に校内研修を行い、教育活動のさらなる充実と教職員の資質向上を図る。

教育委員会
重点課題

取組項目 評価の視点 具体的な取組 数値目標
自己評価 学校関係者評価 来年度に向けた

改善策

いきいきと学ぶ学
校づくり

確かな学力の向上 ・「確かな学力向上推進プラン」の
実施・改善や指導の充実と授業力
の向上、補習の充実

・一人一台端末を活用した個別最
適な学びの実現

・「各教科等の連携教育プログラム」
による連携の充実

・全国学力調査の結果から生徒の苦手分野を把握
し、克服に向けて、授業・小テスト等の工夫、放課後
補習教室の外部機関との連携、長期休業中の補習
等による基礎学力の定着を図る。
・ＩＣＴに関する校内研修を実施し、またＩＣＴアシスタ
ントの訪問を有効活用し、ＩＣＴに関する基本的な技
能の習得を図る。
・理系・文系・実技系で研修を行い、教科間で課題
を検討する。

・単元ごとの小テストや各種コンテストの実施により基
礎学力の定着を図り、コンテスト合格率80%を目指
し、より一層の学力向上に向けて支援する。

・ＩＣＴ機器や一人一台端末を活用した授業を定期
的に実施し、その課題に関して随時、教科部会等、
教員間で研修を行う。
・年２回の研究授業・研修会を実施し、指導・評価方
法を工夫・改善する。

Ａ Ａ

読書科の更なる充実

外国語教育の推進

・保健体育科の授業で補助運動を意図的・計画的
に実施する。
・部活動の活性化を図り、補助運動については、体
育科と連携して行う。

・常に体力測定できる環境を整え、生徒が自主的に
体力向上に取り組める環境を作る。

・保健体育の授業の始めに補助運動を取り入れ、部
活動においては種目に応じた体力づくりを行い、基
礎体力の向上を図り、前年度より体力合計点が上回
るようにする。

・生徒それぞれが休み時間に運動する機会を、増や
していく。

Ａ Ａ

・家庭学習習慣や放課後補習教室等の取組によ
り、、生徒が自主的に活動できるようになり、定期考
査前の補充教室にも意欲的に参加している。

・学習活動は基礎・基本の確実な定着や、学力の向
上が図られているが、一人一台端末の活用方法や
家庭学習に関してはまだまだ改善ができる。

・校内委員会の情報を早期に共有し、巡回心理士
の助言を活かして、個々に対して適切な配慮を考
え、組織的に対応する。

・特別支援教育研修での様々な実践例の中から、
継続して取り組める方法を選択し、学校または、小グ
ループで指導力の向上を図る。

子供たちの健全育成

・校内委員会で定期的に情報交換を行い、心理士
から有効な助言を受け、その時期の状況や実態に
応じて、手立てを確認し、個別の指導を充実させた。
・校内で長期の個人研修を実施し、特別支援教育
の理解や指導力向上を目標に、具体的な実践例を
考え、毎週テーマを変え、実践した。
・巡回指導教員、特別支援専門員と月1回、エンカ
レッジルーム、SC教室の活用方法を確認した。
・副籍制度に基づく交流学校と連絡を取り、学校便
り・学年通信を送付し、交流した。

Ａ

・週１回の特別支援教室の指導や、巡回指導教員と
の相談で他者とのコミュニケーション能力を身に付け
ることができた。

・特別支援教室や放課後補習教室での個に応じた
指導等でエンカレッジルームやSC教室を効果的に
活用している。

・「誰一人取り残さない学力向上アクションプラン」を
全国や都の学力学習状況調査をもとに作成し、現状
の学力を分析し、基礎・基本の徹底方法、思考・判
断・表現力の向上を図る。
・教科部会・校内研修をさらに充実させ、一人一台
端末の効果的な活用を研究し、実践につなげてい
く。
・補習教室の講師と連携して、放課後学習指導を充
実させ、引き続き生徒の苦手分野を克服する取組を
行う。

体力の向上 ・体育の授業、部活動等による補助
運動の実施

・休み時間における主体的な運動
の実施による運動意欲の向上

・校内委員会を月１回以上開催し、巡回指導教員と
情報共有を図る。巡回指導心理士からの助言を特
別支援教育に生かす。
・生徒理解や特別支援生徒への対応、学級経営等
の研修を学期に１回実施。
・巡回指導教員との月１回の使用状況の確認。

・学期に１回学校便り、学年通信の送付。

Ａ Ａ

・コロナ禍の状況に応じて、活動方法や環境を工夫
し、保健体育の授業では補助運動を計画的に実施
した。運動能力に応じて目標設定の基準や内容を
改善していく。
・休み時間の健全な過ごし方を学活等で指導し、校
庭での活動や、保健室での身体測定がしやすくなる
よう、体力向上の意識を高め、安全に運動する環境
を整えた。

Ａ

・体育授業や部活動等において、生徒は運動に意
欲的に取り組んでいて、活動も盛んに行われてい
る。

・コロナ感染症や熱中症対策について、安心・安全
面の配慮と新たな生活様式への対応について、実
態に応じた方法の実施が必要とされる。

・体力テストの結果を分析し、習熟度別に補助運動
の内容を工夫し、生徒が主体的に活動に取り組める
よう、工夫する。

・安全面の徹底を維持しながら、コロナ禍における新
たな生活様式のきまりを状況に応じて設定し、学習・
運動の方法で実践できるものを増やしていく。

・学期の定例の保護者会や宿泊行事の保護者会、
PTA運営会等で教育活動や学校活動の内容が発
信されている。
・コロナ禍の生活様式もだいぶ変わってきているの
で、制限の基準を見直し、今後は学校行事等の活
動も公開してもらい、様子を観察したい。

・一人一台端末を有効に活用し、学校での保護者
会、説明会、配信での公開、説明会など必要性に
合わせて、取組方法を工夫する。
・年間の学校行事や周年行事に向けてPTA運営委
員会、学校評議員会等を定期的に開催し、地域、家
庭と連携し、地域・家庭・学校が一体となってそれぞ
れの活動を行っていく。

特別支援教育の
推進

共生社会の実現に向け
た教育の推進

・校内委員会の活性化を図ることな
どによる指導・支援の充実

・ユニバーサルデザインの視点を取
り入れた個に応じた指導の充実
・エンカレッジルームの活用促進

・副籍交流及び共同学習の充実

・特別支援教育コーディネーターや専門員を中心
に、巡回指導教員及び巡回指導心理士との連携を
強化する。
・授業での提示の方法を工夫し、一人一台端末の効
果的な活用を図る。
・特別支援教室における環境整備と不登校生徒へ
の支援。
・学校便り、学年通信等の送付。

・1年間の中で、生徒・教職員・地域・保護者に対し
て学校評価を実施し、結果をもとに、教員が授業や
行事等の教育活動について、検討・改善を行い、研
修・会議等で周知する。
・学校評議員会を年に2回、PTA運営委員会を年に
3回実施し、教員と意見交換する機会をもつ。

A

Ａ

・生徒学校評価を２回実施し、実態をもとに授業改善
を行った。学校行事に関しては教員の評価で振り返
りを行い、来年度につなげていく。
・学校評議員会やPTA運営委員会を開催し、教育
活動が円滑に行われているか、または問題点を把握
し、その評価を活かして改善を行った。PTAや地域
活動の精選が課題である。

A

・学力調査の結果をもとに「確かな学力向上推進プ
ラン」の達成目標を見直し、指導の充実、授業方法
の改善を図った。各教科において計画的に小テスト
や単元テスト、コンテストを実施し、基礎・基本的な事
項について学力が定着した。
・ICT支援員を活用し、校内研修を行い、普段の授
業で一人一台端末の活用方法の技能を高めた。
・校内研修会を３分野で実施し、指導の方法、ICTの
活用の研修を深め、教科部会で実践につなげた。

B

学校と家庭、地
域、関係機関と
の連携強化

・引き続き学校支援を担う人材の効果的な活用に関
して、他の学校の良い実践方法などを取り入れ、働
きやすい環境を作れるよう、工夫・改善していく。
・夏季休業の延長に伴い、その期間の有効な活用
と、授業時数の確保による、各活動の内容の見直し
を継続して行っていく。

特色ある教育の
展開

「学校における働き方改
革プラン」

・「学校における働き方改革プラン」
に基づく取組の実施

・学校としての働き方改革の目標を設定し、スクール
サポートスタッフや副校長補佐、部活動外部指導員
等、学校経営支援を担う人材を積極的に活用し、業
務の軽減を図る。

・印刷・配布作業、集計・採点業務等、依頼しやす
い環境を整え、毎日業務を教員から学校経営支援
を担う人材に毎日1回以上、依頼する機会を作る。

A

B

学校経営支援を担う人材を活用することで、生徒対
応や学習指導に時間を費やすことができた。
・校内や職員室内のICT環境を整備したり、効果的
な活用方法を身に付け、仕事の効率化と、勤務時間
短縮を実現させていく。

B

・PTA活動をICT機器やオンラインで実施され、効率
化を図っている。
・活動の簡略化や効率化を率先して行えるとよい。

学校関係者評価の充実 ・教育活動の改善・充実に向けた学
校関係者評価の実施・改善

・地域・保護者に対して教育活動に関する学校評
価、生徒に対して各教科の授業評価を実施する。
・学校評議員会、PTA運営委員会等を実施し、教職
員と地域・家庭が教育活動について、意見・課題を
共有し、連携する機会を作る。


